
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
と
訴
訟
終
了
宣
言

坂

原

正

夫

一

は
じ
め
に

二

デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
見
解
に
つ
い
て

1

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
状
況
に
つ
い
て
の
認
識

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

C

訴
訟
係
属
発
生
前
の
終
了
事
由
の
発
生

D

訴
訟
費
用

2

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
状
況
に
つ
い
て
の
認
識

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

C

訴
訟
係
属
発
生
前
の
終
了
事
由
の
発
生

D

訴
訟
費
用

3

自
説
の
展
開

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

C

訴
訟
終
了
事
由
の
発
生
と
そ
の
後
の
裁
判
手
続

D

訴
訟
終
了
宣
言
に
関
す
る
裁
判

E

手
続
の
展
開
と
被
告
に
よ
る
消
極
的
な
確
認
の
訴
え

F

訴
額
の
内
容
と
上
訴
審
で
の
訴
訟
終
了
宣
言

G

訴
訟
係
属
発
生
前
の
訴
訟
終
了
宣
言

H

訴
訟
費
用
と
訴
訟
費
用
賠
償
請
求
権

I

訴
訟
終
了
宣
言
の
意
味
と
標
準
化

4

立
法
提
言

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

三

デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
見
解
の
検
討

1

ド
イ
ツ
の
博
士
論
文
で
あ
る
意
味

2

日
本
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と

3

立
法
論
と
解
釈
論

4

中
間
紛
争
説
に
対
す
る
批
判

四

お
わ
り
に
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一

は
じ
め
に

ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
議
論
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
と
の
関
係
に
注
目
し
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
研
究
を
発
表
し
た

の
は
、
一
九
七
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
対
す
る
私
の
認
識
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ー

ス
ト
リ
ア
で
は
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
し
て
関
心
が
低
く
、
そ
の
た
め
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
対
応
方
法
は
理
論
的
に
不
明
な

点
が
多
く
、
ド
イ
ツ
法
に
比
べ
る
と
不
十
分
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
態
は
二
〇
世
紀
初
頭
の
ド
イ
ツ
の
状
況
を
想
起
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

次
に
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
を
発
表
し
た
の
は
、
二
〇
年
後
の

一
九
九
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
私
の
認
識
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
対
し
て
関
心
が
高
ま

っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
は
法
の
欠
缺
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
充
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
の
議
論
を
参
考
に
し

て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
対
応
を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
九
年
に
ツ
ェ
ダ
ー
（Ze

d
er

）
は
、

訴
訟
費
用
へ
の
請
求
の
減
縮

と
い
う
論
文
を
発
表
し
て
問
題
を
提
起
し
た
。
彼
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
伝
統
的
な
対
応
策
で
あ

る

請
求
の
減
縮

と
い
う
方
法
は
、
ド
イ
ツ
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
お
け
る
訴
え
の
変
更
説
に
倣
い
、
終
了
事
由
の
発
生
ま

で
は
請
求
が
適
法
で
か
つ
理
由
を
具
備
し
て
い
た
こ
と
の
確
認
の
訴
え
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
ビ
ト

リ
ン
ス
キ
（B

y
dlin

s
ki

）
は
、
実
務
の
観
点
か
ら
ツ
ェ
ダ
ー
の
見
解
を
激
し
く
攻
撃
し
た
。
こ
の
論
争
に
つ
い
て
、
私
は
支
持
者

の
数
か
ら
す
る
と
ビ
ト
リ
ン
ス
キ
が
勝
利
し
た
と
い
う
こ
と
を
報
じ
る
と
と
も
に
、
こ
の
論
争
は
ド
イ
ツ
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

の
法
的
性
質
論
に
お
け
る
訴
え
の
変
更
説
と
特
別
な
訴
え
の
取
下
げ
説
の
争
い
に
他
な
ら
な
い
と
分
析
し
た
（
前
掲
注（
2
）六
五
〇

頁
注
25
）。
そ
し
て
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
規
定
の
な
い
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
ツ
ェ
ダ
ー
が
問
題
を
提
起
し
、
こ
の
よ
う

な
論
争
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
同
様
な
状
況
に
あ
る
日
本
に
お
い
て
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
訴
え
の
変
更
説
に
基
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づ
く
制
度
を
日
本
に
導
入
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
私
見
の
強
い
味
方
で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
（
前
掲
注（
2
）六
四
七
頁
以
下
）。

そ
の
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
第
二
の
拙
稿
の
公
刊
か
ら
九
年
を
経
た
二

〇
〇
五
年
に
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
（Ditfu

rth

）
の

本
案
の
終
了
│
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
比
較

法
的
研
究
│

と
い
う
博
士
論
文
が
ド
イ
ツ
で
公
刊
さ
れ
た
。
前
記
の
ツ
ェ
ダ
ー
と
ビ
ト
リ
ン
ス
キ
の
見
解
は
雑
誌
に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
正
に
本
格
的
な
体
系
的
な
研
究
書
の
登
場
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト

の
博
士
論
文
の
内
容
を
検
証
し
て
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
と
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
い
う
の

が
本
稿
の
執
筆
の
動
機
で
あ
る
。

（
1
）

拙
稿

西
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
の
生
成
に
つ
い
て
（
二
・
完
）

本
誌
四
九
巻
三
号
九
九
頁
以
下

（
一
九
七
六
年
）。

（
2
）

拙
稿

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
と
ス
イ
ス
民
訴
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て

民
事
訴
訟
法
学
の
新
た
な
展
開

中
村

英
郎
教
授
古
稀
祝
賀
上
巻
六
三
九
頁
以
下
（
成
文
堂
、
一
九
九
六
年
）。

（
3
）Z

e
d
er,

F
ritz,

D
ie

K
la
g
sein

sc
h
ra
¨

n
k
u
n
g

a
uf

K
oste

n",
R
Z
1
9
8
9,

S.
55

ff.

な
おR

Z

はÖ
sterreic

hisc
h
e

R
ic
hterzeitu

n
g

の
略
号
で
あ
る
。

（
4
）B

y
dlin

s
ki,

M
ic
h
ael,

K
la
g
sein

sc
h
ra
¨

n
k
u
n
g
a
uf

K
oste

n
o
d
er

a
uf

F
eststellu

n
g?

Ein
e
E
r
w
eiter

u
n
g,

R
Z1
989,

S.
1
3
1
ff.,

S.
1
57

ff.

（
5
）

ビ
ト
リ
ン
ス
キ
は
、
自
説
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
訴
訟
費
用
に
関
す
る
大
著
の
中
で
繰
り
返
し
た
。B

y
dlin

s
ki,

M
ic
h
a
el,

D
er

K
oste

n
ersatz

i
m
Zivilprozess:

G
r
u
n
dfra

g
e
n
d
es

K
oste

n
rec

hts
u
n
d
pra

ktisc
h
e
A
n
w
e
n
d
u
n
g,
1
99
2,

S.1
9
4.し

か
し
、
注
目
す
べ
き
は
ツ
ェ
ダ
ー
と
ビ
ト
リ
ン
ス
キ
の
論
争
の
七
年
後
、
ブ
ラ
ィ
ハ
（Bre

y
c
h
a

）
が
ツ
ェ
ダ
ー
説
擁
護
の
論
文
を

発
表
し
た
こ
と
で
あ
る
（Bre

y
c
h
a,

O
tto,

R
e
plik

z
u
m

T
h
e
m
a
K
la
g
sein

sc
h
ra
¨

n
k
u
n
g
a
uf

K
oste

n,
R
Z1
996,

S.
1
2
6

ff.

）。
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私
見
は
ツ
ェ
ダ
ー
説
を
紹
介
し
評
価
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
時
を
同
じ
く
し
て
（
一
九
九
六
年
）、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
ブ
ラ
ィ
ハ
も
ツ
ェ

ダ
ー
説
の
擁
護
を
主
張
し
た
こ
と
は
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ラ
ィ
ハ
の
論
文
は
ビ
ト
リ
ン
ス
キ
の
ツ
ェ
ダ
ー
批
判
に
対
し
て
、
ツ
ェ

ダ
ー
に
代
わ
っ
て
逐
一
詳
細
に
反
論
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
ビ
ト
リ
ン
ス
キ
の
ツ
ェ
ダ
ー
批
判
と
ブ
ラ
ィ
ハ
の
ツ
ェ
ダ
ー
擁
護

の
概
要
を
紹
介
す
る
。

ビ
ト
リ
ン
ス
キ
の
ツ
ェ
ダ
ー
批
判
の
内
容
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
前
掲
注（
2
）六
四
六
頁
以
下
の
要
旨
）。

ツ
ェ
ダ
ー
の
問

題
提
起
は
理
論
の
深
化
と
い
う
点
で
評
価
す
る
が
、
実
務
的
な
観
点
か
ら
見
た
場
合
、
問
題
が
多
す
ぎ
る
。
す
な
わ
ち
、
ツ
ェ
ダ
ー
説
は

実
務
で
は
現
実
に
対
応
で
き
な
い
説
で
あ
り
、
次
の
よ
う
な
点
が
問
題
で
あ
る
。
第
一
は
、
訴
訟
中
に
終
了
事
由
が
発
生
し
て
、
訴
訟
費

用
の
裁
判
の
た
め
に
従
前
の
給
付
の
訴
え
か
ら
確
認
の
訴
え
に
訴
え
を
変
更
す
る
場
合
、
こ
の
二
つ
の
訴
え
の
勝
敗
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。
前
者
は
原
告
の
敗
訴
、
後
者
は
原
告
の
勝
訴
と
考
え
る
の
か
。
も
し
そ
の
よ
う
に
考
え
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
一
部
勝
訴
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
馴
染
ま
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
二
は
、
こ
の
よ
う
な
訴
え
の
変
更
に
よ
り
、
本
案
の
訴
訟
物
の
価

格
の
増
大
を
招
か
な
い
か
。
第
三
は
、
裁
判
に
お
い
て
訴
訟
終
了
事
由
が
当
事
者
の
主
張
し
た
時
点
以
前
に
既
に
生
じ
て
い
た
場
合
は
、

一
部
勝
訴
と
考
え
る
の
か
否
か
。
ま
た
、
こ
の
場
合
の
訴
訟
費
用
の
裁
判
は
ど
う
な
る
の
か
。
第
四
は
、
一
部
弁
済
の
場
合
は
ど
の
よ
う

に
処
理
す
る
の
か
。
第
五
は
、
ツ
ェ
ダ
ー
は
訴
訟
費
用
賠
償
請
求
権
の
公
法
的
性
格
を
強
調
し
た
り
、
そ
の
権
利
の
発
生
の
時
点
を
裁
判

所
の
判
決
の
形
成
的
効
果
と
考
え
た
り
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
し
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
の
本
案
の
裁
判
に
対
す
る
付
随
性
の

理
解
に
つ
い
て
も
一
般
的
で
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
ブ
ラ
ィ
ハ
は
、
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
ツ
ェ
ダ
ー
説
を
擁
護
す
る
。

ビ
ト
リ
ン
ス
キ
の
第
一
の
批
判
は
、
訴
え
の
変

更
に
伴
う
訴
訟
費
用
の
決
め
方
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
万
シ
リ
ン
グ
請
求
訴
訟
中
に
被
告
が
そ
の
半
分
を
支
払
っ
た
た
め
、
原
告

が
訴
え
を
五
千
シ
リ
ン
グ
に
制
限
し
た
場
合
と
同
じ
よ
う
に
考
え
れ
ば
問
題
な
い
。
訴
え
を
制
限
し
た
時
点
の
前
後
で
手
続
を
二
段
階
に

分
け
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
原
告
の
勝
訴
を
擬
制
し
て
考
え
て
処
理
す
れ
ば
よ
い
。
第
二
の
批
判
は
、
訴
訟
物
の
価
額
の
増
加
に
対
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ツ
ェ
ダ
ー
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
例
え
ば
元
本
と
利
息
の
支
払
請
求
訴
訟
で
、
元
本
よ
り
も
利
息
の
方
が
金

額
が
大
き
い
場
合
に
、
訴
え
を
利
息
に
制
限
し
た
場
合
も
同
様
な
問
題
が
あ
る
。
元
利
金
請
求
訴
訟
で
は
訴
訟
物
の
価
額
計
算
に
利
息
請

求
の
金
額
は
算
入
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
裁
判
管
轄
法
五
四
条
二
項
=
日
本
民
訴
法
九
条
二
項
に
相
当
）。
第
三

の
批
判
は
、
終
了
を
主
張
し
た
時
点
以
前
に
終
了
事
由
が
発
生
し
て
い
た
場
合
の
処
理
を
問
う
も
の
で
あ
る
が
、
原
告
負
担
で
処
理
す
れ
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ば
よ
い
。
第
四
の
批
判
は
、
一
部
終
了
の
場
合
の
処
理
の
問
題
で
あ
る
が
、
ツ
ェ
ダ
ー
固
有
の
問
題
で
は
な
く
、
他
の
場
合
と
同
様
に
処

理
す
れ
ば
よ
い
。
第
五
の
批
判
は
、
訴
訟
費
用
請
求
権
の
法
的
性
質
論
で
あ
る
が
、
私
法
的
な
性
格
を
強
調
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
他
の
私

法
上
の
権
利
と
異
な
っ
て
扱
わ
れ
る
、
す
な
わ
ち
本
案
の
判
断
に
依
存
し
て
処
理
さ
れ
る
手
続
は
説
明
で
き
な
い
。
ま
た
法
は
訴
訟
費
用

請
求
権
の
存
否
の
判
断
が
判
決
主
文
の
判
断
と
連
動
し
な
い
場
合
を
規
定
し
て
い
る
が
（
四
四
条
、
四
八
条
=
日
本
民
訴
法
六
二
条
・
六

三
条
に
相
当
）、
判
決
主
文
と
判
決
理
由
の
判
断
が
一
体
と
な
っ
て
訴
訟
費
用
請
求
権
の
要
件
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

関
係
の
説
明
は
ツ
ェ
ダ
ー
説
の
方
が
実
用
的
で
あ
り
理
論
的
で
あ
る
。

（
6
）D

itfu
rth,

Jo
C
h
ristin

e
v
o
n,

D
ie

E
rle

dig
u
n
g
d
er

H
a
u
ptsac

h
e―

ein
e
rec

htsv
er
gleic

h
e
n
d
e
U
nters

u
c
h
u
n
g
z
u
m

d
e
utsc

h
e
n
u
n
d
o
¨
sterreic

hisc
h
e
n
Zivilprozeß

rec
ht―

,
2
0
05.

こ
の
論
文
は
、
二
〇
〇
四
年
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
（die

W
estfa

¨
lisc

h
e
n

W
ilh

el
m
s‐

U
niv

ersita
¨
t
in

M
u
¨

n
ster

）
で
承
認
さ

れ
た
博
士
論
文
を
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
文
に
よ
れ
ば
、Klic

k
a,

T
h
o
m
as

教
授
とS

c
h
er

m
aier,

M
artin

教
授
に
謝
辞
が
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
前
者
が
指
導
教
授
で
あ
り
、
後
者
が
第
二
審
査
員
と
の
こ
と
で
あ
る
。
指
導
教
授
の
ク
リ
チ
カ
教
授
に
つ
い
て
は
、
後

注（
14
）で
述
べ
る
。
な
お
謝
辞
は
続
い
て
、
刊
行
に
至
る
ま
で
援
助
し
て
く
れ
た
両
親
と
夫
に
対
し
て
も
な
さ
れ
て
お
り
（
旧
姓
は

S
c
h
n
at

m
e
y
er

）、
本
書
は
両
親
に
献
呈
さ
れ
て
い
る
。

本
書
の
最
後
に
書
か
れ
て
い
る
二
〇
〇
四
年
一
二
月
付
け
の
著
者
自
身
に
よ
る
履
歴
書
（C

u
rric

ulu
m

V
itae

）
に
よ
れ
ば
、
著
者

の
経
歴
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
一
九
七
三
年
一
一
月
一
一
日
に
ド
イ
ツ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
（N

ord‑
r
h
ein‐

W
estfale

n

）
州
の
ヘ
ル
ホ
ル
ト
（H

erford
）
で
生
ま
れ
、
そ
こ
で
育
つ
。
博
士
論
文
を
提
出
し
た
前
記
の
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大

学
と
ス
イ
ス
の
ロ
ー
ザ
ン
ヌ
大
学
（U

niv
ersite

´
d
e
L
a
u
sa

n
n
e

）
で
法
律
学
を
学
ぶ
。
司
法
修
習
の
た
め
に
、
同
州
の
ビ
ー
レ
フ
ェ

ル
ト
（Bielefeld

）
の
地
方
裁
判
所
地
区
に
移
り
、
ス
パ
イ
ヤ
ー
（Sp

e
y
er

）
の
行
政
大
学
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
シ
ド
ニ
ー
の
弁
護

士
事
務
所
で
研
修
を
受
け
る
。
外
国
で
の
様
々
な
経
験
は
法
律
学
の
知
識
を
豊
富
に
す
る
と
と
も
に
、
比
較
法
研
究
の
博
士
論
文
を
執
筆

す
る
切
っ
掛
け
に
な
っ
た
。
二
〇
〇
三
年
一
月
以
降
、
同
州
の
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
（D

u
¨

sseld
orf

）
地
方
上
級
裁
判
所
地
区
の
裁
判

官
で
あ
る
。
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二

デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
見
解
に
つ
い
て

博
士
論
文
の

本
案
の
終
了
│
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
比
較
法
的
研
究
│

に
お
い
て
、
著
者
デ

ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
は
先
ず
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
現
状
を
整
理
し
、
次
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
現

状
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。
そ
し
て
両
者
の
比
較
を
し
て
総
括
し
、
立
法
案
を
提
案
す
る
。
目
次
を
翻
訳
し
て
具
体
的
に
示
す
と
、

本
論
文
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。
第
一
編

は
じ
め
に

（
一
頁
～
四
頁
）、
第
二
編

ド
イ
ツ
法
の
状
況

（
五
頁
～
八
〇
頁
）、

第
三
編

オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
状
況

（
八
一
頁
～
一
五
八
頁
）、
第
四
編

法
の
比
較

（
一
五
九
頁
～
二
三
七
頁
）、
第
五
編

総
括

と
立
法
提
案

（
二
三
八
頁
～
二
四
二
頁
）、
付
録
と
し
て
の
図
表
（
二
四
三
頁
～
二
四
六
頁
）、
略
語
一
覧
（
二
四
七
頁
）、
文
献
一
覧

（
二
四
九
頁
～
二
六
六
頁
）。

こ
の
中
で
日
本
の
研
究
者
に
と
っ
て
参
考
と
な
る
項
目
は
、
第
二
編
、
第
三
編
、
第
五
編
で
あ
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に

つ
い
て
、
著
者
の
ま
と
め
を
参
考
に
し
て
概
観
し
、
著
者
の
見
解
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
1
が
第
二
編
、

2
が
第
三
編
、
3
・
4
が
第
五
編
の
内
容
の
概
要
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
題
は
著
者
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
私
の
理
解
に
基
づ

き
、
適
当
と
思
わ
れ
る
表
題
を
私
の
独
断
で
付
し
た
。
た
だ
し
、
1
と
2
の

A
～

D
の
表
題
は
、
著
者
が
ま
と
め
の
際
に
使
用
し
た

表
題
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

1

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
状
況
に
つ
い
て
の
認
識

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条

a
（
以
下
で
は
、

Z
P
O九
一
条

aと
表
記
す
る
）
は
明
確

に
一
義
的
に
規
定
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
法
は
こ
の
規
定
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
昔
の
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
存
在
し
て
い
た
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法
律
の
欠
缺
を
補
充
し
た
。
こ
の
規
定
は
訴
訟
経
済
を
重
視
し
て
手
続
を
形
成
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
よ
り
訴
訟
費
用

を
当
事
者
に
公
平
に
分
配
し
て
負
担
さ
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
訴
訟
費
用
の
負
担
の
リ
ス
ク
を
正
し
く
分
配
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

の
規
定
の
意
味
と
目
的
並
び
に
立
法
者
の
意
思
は
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
に
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
は
、
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
法
律
状
態
に
対
し

て
は
法
の
規
制
が
必
要
で
あ
る
し
、
問
題
が
生
じ
た
と
き
の
対
策
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
状
の
法
の
規
制
で
は

訴
訟
終
了
宣
言
が
問
題
と
な
る
よ
う
な
状
況
に
対
し
て
十
分
な
解
決
に
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
通
説
・
判
例
に
よ
る
問

題
の
解
決
策
（
い
わ
ゆ
る
訴
え
の
変
更
説
に
よ
る
手
続
）
は
、
よ
り
簡
素
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
そ
の
方
法
は
、
双
方
的

訴
訟
終
了
宣
言
を
規
定
し
て
い
る

Z
P
O

九
一
条

a
の
利
益
状
況
や
準
則
に
適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
説
は
訴
訟

の
終
了
に
関
す
る
確
認
の
申
立
て
の
法
的
性
質
は
訴
え
の
変
更
と
し
て
分
類
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
方
的
訴
訟

終
了
宣
言
を
取
効
的
訴
訟
行
為
と
し
て
性
格
づ
け
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
当
事
者
の
利
益
に
反
す
る
し
、
訴
訟
物
概
念
と
も
相
容

れ
な
い
。

実
質
的
な
観
点
か
ら
、
通
説
は
当
初
の
訴
え
の
勝
訴
の
見
込
み
は
完
全
に
審
理
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
く
。
し
か
し
、
こ

の
よ
う
な
範
囲
で
審
理
を
行
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
し
、
少
数
説
が
説
く
よ
う
に
現
在
の
本
案
の
終
了
の
確
定
だ
け

に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
の
も
疑
問
で
あ
る
。
さ
ら
に
本
案
の
終
了
に
つ
い
て
の
裁
判
は
確
認
判
決
の
形
式
に
お
い
て
な
さ
れ
、
そ
れ

に
無
条
件
に
既
判
力
を
生
じ
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
必
要
な
の
か
は
十
分
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
結
局
、
本
案
の
終
了
の
際

の
訴
訟
費
用
の
裁
判
は
、

Z
P
O

九
一
条

a
の
基
準
に
よ
っ
て
行
う
な
ら
ば
実
質
に
即
し
た
判
断
で
あ
り
、
公
平
な
解
決
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
。
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C

訴
訟
係
属
発
生
前
の
終
了
事
由
の
発
生

通
説
・
判
例
に
よ
れ
ば
訴
訟
係
属
の
発
生
に
よ
っ
て
初
め
て
本
案
の
終
了
を
認
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
は
訴
訟
費
用
の
裁

判
に
不
公
平
さ
が
生
じ
る
。
通
説
・
判
例
は
納
得
の
い
く
解
決
策
を
示
せ
て
い
な
い
。
手
続
の
早
期
の
時
点
に
お
い
て
手
続
を
終
了

さ
せ
る
事
由
が
発
生
し
た
場
合
、
手
続
の
処
理
は
、
従
前
の
法
律
状
態
を
考
慮
し
て
単
純
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
通
説
の

よ
う
に
訴
訟
終
了
宣
言
に
は
訴
訟
係
属
の
発
生
が
必
要
と
の
立
場
は
訴
訟
経
済
の
原
則
と
当
事
者
の
利
益
に
相
応
し
な
い
か
ら
、
改

革
を
必
要
と
す
る
。
民
事
訴
訟
法
第
二
六
九
条
第
三
項
第
三
段
（
以
下
で
は
、

Z
P
O二
六
九
条
三
項
三
段
と
表
記
す
る
）
は
新
し
い

法
の
規
制
で
あ
る
が
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
よ
る
処
理
で
は
な
く
、
訴
え
の
取
下
げ
の
方
法
に
お
い
て
処
理
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
規
定
の
背
後
に
あ
る
訴
訟
経
済
を
重
視
す
る
立
法
者
の
意
思
は
、
こ
の
問
題
を
よ
り
議
論
す
る
場
合
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
訴
状
提
出
よ
り
前
に
手
続
終
了
事
由
が
発
生
し
た
場
合
は
、
訴
え
の
取
下
げ
と
訴
訟
終
了
宣
言
と
の
統
一
的
な
解

決
と
い
う
観
点
か
ら
、
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

D

訴
訟
費
用

訴
訟
費
用
は
訴
訟
前
の
手
続
費
用
と
同
様
に
、
ド
イ
ツ
法
に
よ
れ
ば
私
法
的
な
性
質
を
も
っ
て
成
立
す
る
。
そ
れ
ら
は
訴
訟
法
的

な
訴
訟
費
用
賠
償
請
求
権
に
よ
っ
て
│
│
場
合
に
よ
っ
て
は
、
し
か
し
、
実
体
法
上
の
損
害
賠
償
請
求
の
方
法
に
お
い
て
も
│
│
実

現
さ
れ
る
。
訴
訟
に
関
し
て
支
出
さ
れ
た
費
用
が
訴
訟
前
の
手
続
費
用
な
の
か
、
そ
れ
と
も
訴
訟
費
用
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
題

に
な
る
。
そ
の
支
出
が
訴
訟
回
避
の
た
め
の
費
用
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
訴
訟
の
準
備
の
た
め
の
費
用
で
あ
っ
た
の
か
に
応
じ

て
決
め
る
こ
と
に
な
る
。

2

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
状
況
に
つ
い
て
の
認
識

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
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当
事
者
双
方
に
よ
っ
て
一
致
し
て
本
案
の
終
了
が
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
は
ド
イ
ツ
の

Z
P

O
九
一
条

a
の
よ
う
な
規
定
を
有
し
て
い
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
説
に
よ
れ
ば
、
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
よ
う
に
当
事
者
が

訴
訟
の
終
了
に
つ
い
て
意
見
が
一
致
し
た
場
合
は
、
訴
訟
は
訴
訟
費
用
を
め
ぐ
る
争
い
に
転
じ
、
訴
訟
外
で
当
事
者
は
訴
訟
費
用
に

つ
い
て
合
意
し
、
そ
の
う
え
で
訴
訟
手
続
の
休
止
に
つ
い
て
合
意
を
し
た
と
考
え
る
か
、
あ
る
い
は
原
告
が
訴
え
の
取
下
げ
を
し
た

と
解
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
当
事
者
の
意
思
解
釈
に
よ
る
解
決
方
法
は
当
事
者
に
と
っ
て
曖
昧
で
あ
り
、
法
的
安
定
性
と
法

的
明
確
性
と
い
う
点
で
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
処
理
手
続
の
明
確
化
と
簡
素
化
の
た
め
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴

訟
法
に
お
い
て
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
立
法
に
よ
る
規
制
が
好
ま
し
い
。

B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

訴
訟
の
終
了
に
つ
い
て
当
事
者
の
間
で
争
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
一
方
的
な
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟

法
に
お
い
て
は
法
の
欠
缺
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
、
請
求
の
放
棄
を
含
む
あ
る
い
は
含
ま
な
い
訴
え
の
取
下
げ
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ

る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
決
し
て
相
応
し
い
解
決
方
法
で
は
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
・
通
説
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
終
了
に

つ
い
て
当
事
者
間
で
争
わ
れ
て
い
る
場
合
は
ド
イ
ツ
の
一
方
的
な
訴
訟
終
了
宣
言
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
特
別
な
訴
え

の
取
下
げ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
与
効
的
訴
訟
行
為
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
確
認
の
訴
え
と
考
え
る
学
説
が
あ
り
、
そ
れ
は
正
に
ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説
が
説
く
訴
え
の
変
更
説
と
広
範

囲
に
相
応
す
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
訴
え
に
当
初
か
ら
勝
訴
の
見
込
み
が
あ
っ
た
か
否
か
が
完
全
に
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
も
ド
イ
ツ
法
と
同
様
に
、
勝
訴
の
見
込
み
と
い
う
実
体
的
な
場
面
で
の
審
理
を
簡
素
化
す
る
必
要

が
あ
る
。

ド
イ
ツ
と
違
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
特
に
争
わ
れ
て
い
る
の
は
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
す
る
裁
判
と
上
訴
の
方
法

を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
判
例
は
、
首
尾
一
貫
し
な
い
方
法
を
採
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
判
決
に
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よ
っ
て
裁
判
す
る
が
、
抗
告
（R

e
k
u
rs

）
の
み
を
適
法
な
上
訴
と
し
て
許
す
と
説
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
裁
判
の
形
式
と
そ
れ

に
対
す
る
不
服
申
立
て
の
方
法
は
出
来
る
限
り
連
係
す
べ
き
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
に
お
い
て

重
要
な
こ
と
は
、
問
題
は
訴
訟
費
用
を
め
ぐ
る
争
い
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
認
識
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
没
却
し
て
は
な
ら
な
い
。

C

訴
訟
係
属
発
生
前
の
終
了
事
由
の
発
生

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
よ
れ
ば
、
裁
判
所
に
訴
状
が
提
出
さ
れ
れ
ば
訴
訟
法
律
関
係
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時

点
以
降
の
訴
訟
終
了
宣
言
は
適
法
と
さ
れ
る
。
正
に
訴
状
の
提
出
の
時
点
が
訴
訟
終
了
宣
言
が
可
能
な
一
番
早
い
時
点
で
あ
る
。
し

か
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
も
、
訴
訟
経
済
の
観
点
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
五
条
の
法
思
想
に
依
拠
し
て
、
こ
の
時

点
よ
り
前
の
訴
訟
終
了
事
由
の
発
生
の
問
題
を
考
え
る
必
要
は
あ
る

）
。

D

訴
訟
費
用

オ
ー
ス
ト
リ
ア
判
例
と
通
説
に
よ
れ
ば
、
訴
訟
費
用
請
求
権
は
公
法
的
な
性
質
の
も
の
と
し
て
分
類
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
特
別
な

手
続
に
よ
っ
て
権
利
は
実
現
さ
れ
る
。
訴
訟
係
属
が
発
生
す
る
前
の
費
用
は
、
後
に
訴
訟
が
成
立
し
た
か
否
か
に
応
じ
て
決
め
ら
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
区
分
は
少
数
説
の
批
判
に
よ
れ
ば
、
は
な
は
だ
一
方
的
で
あ
り
、
柔
軟
な
対
応
が
取
り
に
く
い
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
少
な
く
と
も
訴
訟
費
用
請
求
権
の
私
法
的
性
格
が
、
一
般
民
法
典
（

A
B
G
B）
一
三
三
三
条
三
項
の
新
し
い
規
制
を
背

景
に
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

自
説
の
展
開

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
立
法
化
さ
れ
て
い
る
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
導
入
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
場
合
、
立
法
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
は
意
識
し
て
立
法
を
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
く
、
こ
の
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問
題
に
対
し
て
適
切
に
対
応
す
る
手
続
の
必
要
を
理
解
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
の
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
が

有
効
で
あ
る
こ
と
は
ド
イ
ツ
に
お
い
て
実
証
さ
れ
て
い
る
し
、

Z
P
O

九
一
条

a
に
よ
る
問
題
解
決
は
訴
訟
費
用
に
関
し
て
利
害
が

対
立
す
る
当
事
者
間
に
お
い
て
裁
判
所
に
よ
る
妥
当
な
判
断
を
導
く
。
し
た
が
っ
て
ド
イ
ツ
の
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
を
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
導
入
す
れ
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
は
訴
訟
の
終
了
に
関
し
て
今
ま
で
以
上
に
法
的
安
定
性
と
法
的
明
確
性
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
。
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
両
当
事
者
の
共
同
処
分
に
基
づ
い
て
訴
訟
経
済
を
考
慮
し
た
訴
訟
の
終
了
の
制
度
で
は
あ

る
が
、
制
度
の
根
幹
は
訴
訟
費
用
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
新
し
い
立
法
は
体
系
的
に
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
民
事
訴
訟
法
の
訴
訟
費
用
の
規
定
の
内
に
配
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

原
告
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
し
て
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
は
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
と
同
様
に
、
法
に
規
定
が
な

く
法
の
欠
缺
の
状
態
に
あ
る
。
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
そ
の
法
的
性
質
に
よ
れ
ば
、
特
別
な
与
効
的
訴
訟
行
為
で
あ
る
（
い
わ
ゆ

る
特
別
な
与
効
的
訴
訟
行
為
説
）。
そ
し
て
そ
の
法
的
な
性
格
は
訴
え
の
取
下
げ
に
近
い
か
ら
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
同
様
に
考

え
ら
れ
て
い
る
の
は
適
切
な
対
応
で
あ
る
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
通
説
で
あ
る
訴
え
の
変
更
説
と
は
異
な
る
学
説
で
あ
る
が
、
そ
も
そ

も
訴
え
の
変
更
説
の
よ
う
に
取
効
的
訴
訟
行
為
と
考
え
る
の
は
正
し
く
な
い
。
取
効
的
訴
訟
行
為
と
考
え
る
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
で
も

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
訴
訟
物
概
念
と
合
致
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
を
訴
え
の
変
更
説
に
よ
っ
て
訴
え
が

変
更
さ
れ
た
と
考
え
た
場
合
、
従
前
の
訴
訟
の
連
続
と
い
う
形
で
な
さ
れ
る
裁
判
は
原
告
の
主
張
に
相
応
し
く
な
い
し
、
被
告
の
利

益
を
保
護
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
妥
当
な
も
の
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
訴
え
の
変
更
は
、
請
求
の
内
容
を
実
体
法
上
の
訴
訟
費
用

賠
償
請
求
権
に
明
ら
か
に
変
え
る
場
合
に
、
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

特
別
な
与
効
的
訴
訟
行
為
と
い
う
形
式
で
な
さ
れ
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
、
そ
の
有
効
要
件
は
、
訴
え
を
不
適
法
あ
る

い
は
理
由
な
し
と
い
う
状
態
に
さ
せ
る
終
了
事
実
が
現
実
に
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
訴
訟
行
為
の
た
め
の
一
般
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的
な
要
件
の
存
在
と
と
も
に
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
必
要
な
要
件
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
は
被
告
が
消
極
的
な
確
認

の
訴
え
（
反
訴
）
を
提
起
し
な
い
限
り
と
い
う
条
件
付
き
で
あ
る
。
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
を
与
効
的
訴
訟
行
為
と
考
え
る
と
、
有

効
な
与
効
的
訴
訟
行
為
の
効
果
と
し
て
、
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
裁
判
な
し
に
訴
訟
は
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
。
訴
え
に
お
い
て
な
さ

れ
た
権
利
保
護
を
求
め
る
申
立
て
は
、
意
味
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

C

訴
訟
終
了
事
由
の
発
生
と
そ
の
後
の
裁
判
手
続

訴
訟
を
終
了
さ
せ
る
事
実
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
が
続
行
す
る
か
否
か
が
決
ま
る
か
ら
、
裁
判
所
は
終
了
事
実

の
発
生
の
有
無
に
つ
い
て
中
間
紛
争
処
理
手
続
に
よ
っ
て
審
理
す
る
。
適
法
性
や
理
由
具
備
性
の
有
無
の
審
理
の
問
題
と
は
別
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
あ
く
ま
で
も
紛
争
終
了
事
由
の
発
生
の
有
無
が
問
題
で
あ
る
。
こ
の
手
続
に
お
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
訴
訟
を
終
了

さ
せ
る
事
実
が
発
生
し
た
か
否
か
で
あ
り
、
当
初
の
訴
え
に
お
い
て
勝
訴
の
見
込
み
が
あ
っ
た
か
否
か
は
重
要
で
は
な
い
。
す
な
わ

ち
、
裁
判
所
が
審
理
す
べ
き
対
象
は
終
了
事
実
の
発
生
の
有
無
で
あ
り
、
こ
の
点
に
限
定
さ
れ
る
（
裁
判
対
象
限
定
説
）。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
ド
イ
ツ
で
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
も
通
説
が
主
張
し
て
い
る
裁
判
所
の
審
理
す
る
範
囲
と
、
そ

れ
に
伴
う
手
続
の
内
容
を
著
し
く
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
訴
訟
経
済
の
観
点
か
ら
相
応
し
い
し
、

Z
P
O

九
一

条

a
の
立
法
者
の
意
思
に
合
致
し
、

Z
P
O

九
一
条

a
が
規
定
し
て
い
る
制
度
と
調
和
す
る
。
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
中
間
紛
争

説
に
よ
る
訴
訟
の
処
理
は
、
い
た
ず
ら
に
訴
訟
当
事
者
の
権
利
を
制
約
す
る
こ
と
の
な
い
実
用
的
な
解
決
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

な
お
訴
え
の
取
下
げ
の
場
合
、
取
下
げ
に
際
し
て
一
般
に
は
被
告
の
同
意
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

の
場
合
、
不
要
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
告
が
原
告
の
訴
訟
は
終
了
し
た
と
の
主
張
に
同
意
し
な
い
と
な
る

と
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
で
あ
り
、
裁
判
所
は
終
了
事
実
に
つ
い
て
審
理
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
被
告
は
原
告
の
主
張
に
同
意
し

な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
か
ら
脱
退
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
原
告
の
行
動
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
被
告
が
訴
訟
終
了
事
由
の
発
生
前
の
訴
訟
に
お
け
る
法
的
な
状
態
に
つ
い
て
確
認
を
求
め
た
い
場
合
、
被
告
が
そ
れ
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に
対
し
て
法
的
な
い
し
正
当
な
利
益
を
有
し
て
い
る
限
り
、
被
告
は
同
じ
訴
訟
に
お
い
て
消
極
的
な
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
訴
訟
終
了
宣
言
に
よ
る
訴
訟
終
了
効
の
発
生
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
従
前
の
訴
え
が
勝
訴
の

見
込
み
を
有
し
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
判
断
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

D

訴
訟
終
了
宣
言
に
関
す
る
裁
判

本
案
が
事
実
上
終
了
し
原
告
が
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
を
し
た
場
合
に
、
被
告
が
消
極
的
な
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
な
か
っ
た
な

ら
ば
、
裁
判
所
は
訴
訟
終
了
の
事
実
に
つ
い
て
審
理
し
、
終
了
の
事
実
が
確
認
さ
れ
た
な
ら
ば
訴
訟
の
終
了
を
宣
言
す
る
。
こ
こ
で

は
当
初
の
訴
え
の
適
法
性
や
理
由
具
備
性
に
つ
い
て
の
確
認
は
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
（
訴
訟
の
一
回
性
の
原
則
）。
し
か
し
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
訴
訟
終
了
宣
言
は
特
別
な
訴
え
の
取
下
げ
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
こ
と
か
ら
再
訴

は
禁
止
さ
れ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
よ
れ
ば
、
訴
え
の
取
下
げ
後
の
再
訴
は
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る

）
。
こ
れ

に
対
し
て
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
で
は
訴
え
の
取
下
げ
後
の
再
訴
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
が
、
ド
イ
ツ
で
は
再
訴
が
常
に
自
由
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
信
義
誠
実
の
原
則
か
ら
禁
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
裁
判
は

Z
P
O

九
一
条

a
一
項
、
二
六
九
条
四
項
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
二
三
七
条
三
項
三
段
等
か
ら
す
る
と
、

確
認
的
な
決
定
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
訴
訟
物
に
つ
い
て
裁
判
を
し
て
い
な
い
か
ら
、
既
判
力
が
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
決
定

に
対
し
て
は

Z
P
O

九
一
条

a
二
項
一
段
と
二
六
九
条
五
項
一
段
を
根
拠
に
即
時
抗
告
が
許
さ
れ
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
決

定
は
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
場
合
は
通
常
の
抗
告
に
よ
っ
て
同
様
な
結
果
が
招
来
す
る
。

当
事
者
の
訴
訟
費
用
の
負
担
を
決
め
る
裁
判
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
の
は
、
訴
訟
終
了
事
由
の
発
生
ま
で
に
存
在
し
た
本
案
に
お

け
る
勝
訴
の
見
込
み
で
あ
る
。
こ
れ
は

Z
P
O

九
一
条

a
の
類
推
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
個
々
の
事
例
に
お
い
て
、
ド

イ
ツ
な
い
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
訴
訟
費
用
に
関
す
る
他
の
規
定
、
例
え
ば

Z
P
O

九
三
条

d
な
い
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
五
条

が
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
こ
と
は
あ
る

）
。
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E

手
続
の
展
開
と
被
告
に
よ
る
消
極
的
な
確
認
の
訴
え

裁
判
所
が
中
間
の
紛
争
の
処
理
手
続
に
お
い
て
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
必
要
な
要
件
、
す
な
わ
ち
与
効
的
訴
訟
行
為
の
た
め
に

B
で

挙
げ
た
要
件
が
存
在
し
な
い
と
判
断
し
た
場
合
、
特
に
本
案
が
事
実
上
終
了
し
て
い
な
い
と
確
認
し
た
場
合
は
、
特
別
な
申
立
て
を

必
要
と
す
る
こ
と
な
く
当
初
の
訴
訟
は
続
行
す
る
。
そ
し
て
裁
判
所
は
中
間
紛
争
に
つ
い
て
の
判
断
は
中
間
判
決
に
よ
っ
て
、
あ
る

い
は
終
局
判
決
の
理
由
に
お
い
て
裁
判
す
る
。
被
告
が
消
極
的
な
確
認
の
反
訴
を
提
起
し
た
場
合
に
、
被
告
が
反
訴
に
対
し
て
正
当

な
訴
え
の
利
益
を
も
っ
て
い
れ
ば
、
訴
訟
は
同
様
に
続
行
す
る
。
こ
の
場
合
の
反
訴
の
裁
判
は
、
訴
訟
終
了
宣
言
と
い
う
理
由
か
ら

特
別
な
扱
い
を
す
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の
裁
判
に
は
完
全
な
既
判
力
が
生
じ
る
し
、
こ
の
裁
判
に
対
し
て
控
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
反
訴
の
訴
訟
費
用
の
裁
判
は
、
敗
訴
者
が
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る
と
規
定
し
て
い
る

Z
P
O

九
一
条
以
下
な
い
し
オ

ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
〇
条
以
下
の
規
定
に
よ
り
、
一
般
の
原
則
通
り
終
局
判
決
に
お
い
て
な
さ
れ
る
。

F

訴
額
の
内
容
と
上
訴
審
で
の
訴
訟
終
了
宣
言

訴
訟
終
了
宣
言
の
申
立
て
が
な
さ
れ
た
場
合
、
訴
額
は
こ
の
時
点
ま
で
に
生
じ
た
裁
判
上
と
裁
判
外
の
費
用
の
総
額
に
な
る
。
訴

訟
費
用
は
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
よ
っ
て
被
告
が
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
原
告
は
考
え
る
か
ら
、
こ
の
場
合
の
訴
額
は
、
原
告
の

訴
訟
費
用
に
つ
い
て
主
張
す
る
利
益
を
意
味
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
通
説
の
よ
う
に
、
新
た
な
訴
額
を
零
と
評
価

す
る
こ
と
は
な
い
。

上
訴
審
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
は
、
疑
い
も
な
く
適
法
で
あ
る
。

G

訴
訟
係
属
発
生
前
の
訴
訟
終
了
宣
言

訴
状
提
出
時
か
ら
訴
状
の
送
達
の
間
に
訴
訟
終
了
宣
言
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
も
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
と
同
じ
よ
う
に
、
訴
状
送
達
の
時
点
か
ら
で
は
な
く
訴
状
提
出
の
段
階
か
ら
一
定
の
訴
訟
法
律
関
係
が
存
在

す
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
、
特
に
問
題
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と
に
注
目
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す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
訴
状
提
出
前
に
訴
訟
終
了
事
由
が
発
生
し
た
場
合
、
例
え
ば
、
被
告
の
履
行
を
知
ら
な
い
で
原
告
が
訴
状

を
提
出
し
た
場
合
で
も
、

Z
P
O

九
一
条

a
に
よ
る
訴
訟
終
了
宣
言
は
適
法
で
あ
る
。

こ
の
場
合
を
適
法
と
す
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
を
訴
え
の
取
下
げ
で
処
理
す
る
こ
と
を
規
定
し
た

Z
P
O

二
六
九
条
三
項
三

段
と
い
う
新
し
い
制
度
の
後
押
し
が
あ
る
。
さ
ら
に
訴
訟
終
了
宣
言
に
お
い
て
必
要
な

本
案
の
終
了

は
、
訴
え
提
起
の
動
機
が

な
く
な
っ
た
と
い
う
観
点
か
ら
拡
張
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
訴
訟
終
了
宣
言
の
規
定
の
範

囲
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
訴
え
の
取
下
げ
を
迂
回
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い

て
は
民
訴
法
四
五
条
を
根
拠
に
し
て
、
訴
訟
経
済
と
武
器
平
等
の
原
則
に
よ
り
同
様
な
こ
と
が
通
用
す
る
。

H

訴
訟
費
用
と
訴
訟
費
用
賠
償
請
求
権

訴
訟
費
用
を
請
求
す
る
権
利
は
公
法
上
の
権
利
と
し
て
分
類
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
私
法
的
な
要
素
を
も
有
し
て
い
る
し
、
法
的

な
性
質
に
関
し
て
は
私
法
と
公
法
の
中
間
的
な
位
置
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
訴
訟
に
関
し
て
支
出
し
た
費
用
を
訴
訟
費
用
と
し
て
考
え

る
か
否
か
を
判
断
す
る
場
合
、
そ
の
区
別
の
基
準
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
支
出
を
決
め
た
当
事
者
の
意
思
の
内
容
に
よ
っ
て

な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
支
出
が
訴
訟
の
準
備
の
た
め
で
あ
れ
ば
訴
訟
費
用
に
含
ま
れ
る
が
、
訴
訟
を
回
避
す
る

た
め
の
支
出
で
あ
れ
ば
、
訴
訟
前
の
費
用
と
し
て
扱
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
考
え
は
ド
イ
ツ
法
と
同
じ
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
に

お
い
て
実
践
さ
れ
て
い
る
区
別
の
基
準
は
利
益
的
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
正
当
な
方
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
お
い
て
も
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
訴
訟
費
用

請
求
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
訴
訟
前
の
費
用
は
損
害
賠
償
と

し
て
請
求
で
き
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
は
、
訴
訟
前
の
費
用
を
損
害
賠
償
と
し
て
請

求
で
き
る
こ
と
を
一
般
民
法
典
は
一
三
三
三
条
三
項
に
お
い
て
規
定
し
て
、
こ
れ
を
容
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア

に
お
い
て
も
訴
訟
前
の
費
用
と
訴
訟
費
用
の
請
求
権
の
法
的
性
質
は
、
少
な
く
と
も
私
法
的
な
も
の
と
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
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そ
の
よ
う
に
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

I

訴
訟
終
了
宣
言
の
意
味
と
標
準
化

訴
訟
の
終
了
事
由
が
発
生
し
た
際
の
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
訴
訟
の
終
了
方
法
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了

宣
言
は
単
に
公
平
な
訴
訟
費
用
の
裁
判
を
導
く
だ
け
で
は
な
く
、
当
事
者
間
の
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
当
事
者
に
よ
る
訴
訟

終
了
の
制
度
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
す
る
私
見
は
、
単
に
ド
イ
ツ
だ
け
に
通
用
す
る
も
の
で
は
な
く
他
国
に

移
す
こ
と
が
で
き
る
理
論
的
な
基
礎
に
基
づ
い
て
い
る
。
ま
た
訴
訟
に
お
け
る
当
事
者
の
利
益
状
況
に
も
適
合
し
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
は
単
に
原
告
の
利
益
や
意
思
に
相
応
す
る
も
の
で
は
な
く
、
武
器
平
等
原
則
の
意
味
に
お
い
て
被
告
を

保
護
す
る
こ
と
や
、
司
法
制
度
や
公
共
の
利
益
に
も
配
慮
し
て
い
る
。
な
お
司
法
制
度
や
公
共
の
利
益
が
求
め
て
い
る
こ
と
は
、
訴

訟
経
済
、
訴
訟
費
用
の
公
平
な
分
配
、
手
続
費
用
の
軽
減
で
あ
る
。

さ
ら
に

Z
P
O

九
一
条

a
が
規
定
し
て
い
る
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
、
他
国
の
制
度
に
移
す
こ
と
で
き
る
よ
う
な
普
遍
的
な
も

の
で
あ
り
、
簡
易
迅
速
な
処
理
手
続
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
制
度
で
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
こ
の
規
範
に
お

い
て
表
現
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
の
立
法
者
の
意
思
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
へ
も
移
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
に
つ
い
て
様
々
な
議
論
が
あ
る
以
上
、
よ
り
一
層
の
法
秩
序
の
安
定
性
と
統
一
性
の
た
め
に
、
こ
こ
で
展

開
し
た
私
見
に
よ
っ
て
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
最
低
限
の
立
法
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
両
国
の
法
秩
序
に
お
い
て

重
要
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
う

）
。

4

立
法
提
言

こ
の
よ
う
な
論
述
を
経
て
著
者
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
が
到
達
し
た
結
論
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
新
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た
に
導
入
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
法
論
で
あ
る
。
そ
の
立
法
論
の
内
容
は
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
は
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

と
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
と
に
区
別
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
よ
う
な
具
体
的
な
規
定
を
新
た
に
設
け
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

A

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
四
三
条

a
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の

案
は

Z
P
O

九
一
条

a
を
シ
ン
プ
ル
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
当
面
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
と
っ
て
必
要
の
な
い
も
の
を
削
っ
て
、

双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
基
本
構
造
を
条
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
明
ら
か
な
こ
と
は
、
こ
の
案
は

Z
P
O

九
一
条

a
と
文
言
や
規
定
の
仕
方
が
異
な
る
が
、
そ
れ
は

Z
P
O

九
一
条

a
を
批
判
的
に
継
受
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
第
四
三
条

a

Ⅰ

両
当
事
者
が
本
案
の
訴
訟
が
終
了
し
た
旨
を
宣
言
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
手
続
費
用
に
つ
い
て
、
従
前
の
事
実
状
態
及
び

訴
訟
状
態
を
考
慮
し
て
、
公
平
な
裁
量
に
よ
り
決
定
で
裁
判
を
す
る
。

Ⅱ

こ
の
裁
判
に
対
し
て
は
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

§
4
3

a
ö
Z
P
O

Ⅰ
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die
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n
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h
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h
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die
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oste
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V
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B

一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
は
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
規
定
を
有
し
て
い
な
い
の
で
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
は
ド

イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
そ
れ
ぞ
れ
に
、
新
た
な
規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
第
二
項
第
四
段
に
お
い

て
、
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
三
条

a
）

と
し
た
が
、
こ
れ
は
左
記
の
原
文
を
そ
の
ま
ま
翻
訳
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

括
弧
の
前
の
ド
イ
ツ
法
の
場
合
と
比
較
す
れ
ば
、

二
項

と
い
う
文
字
が
欠
落
し
た
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
正
し
く
は

（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
三
条

a
二
項
）

で
あ
る
。

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
第
九
一
条

b
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
第
四
三
条

b

Ⅰ

原
告
が
本
案
の
訴
訟
が
終
了
し
た
旨
を
宣
言
し
た
と
き
は
、
被
告
が
消
極
的
な
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
な
い
場
合
、
裁
判
所

は
中
間
紛
争
手
続
に
お
い
て
事
実
上
の
終
了
の
有
無
に
つ
い
て
の
み
審
理
す
る
。

Ⅱ

本
案
が
事
実
上
終
了
し
た
場
合
は
、
訴
訟
は
直
ち
に
終
了
す
る
。
裁
判
所
は
決
定
に
よ
っ
て
、
訴
訟
は
本
案
に
お
い
て
終
了

し
た
旨
を
確
認
す
る
。
訴
訟
費
用
の
裁
判
は

Z
P
O

九
一
条

a
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
三
条

a）
に
よ
り
な
さ
れ
る
。

Z
P

O
九
一
条

a
二
項
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
三
条

a）
は
準
用
す
る
。

Ⅲ

訴
状
を
送
達
す
る
理
由
が
訴
訟
係
属
発
生
前
に
消
滅
し
、
そ
れ
に
よ
り
事
件
に
つ
い
て
遅
滞
な
く
訴
訟
の
終
了
が
宣
言
さ
れ

た
場
合
、
訴
訟
費
用
支
払
義
務
は

Z
P
O

九
一
条

a
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
三
条

a）
に
よ
り
定
ま
る
。
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Ⅱ
B
ei
tatsäc

hlic
h
er

E
rle

dig
u
n
g
d
er

H
a
u
ptsac

h
e
e
n
d
et

d
er

R
ec
htsstreit

u
n
m
ittelb

ar.
D
as

G
eric

ht
stellt

in
diese

m
F
all

d
urc

h
d
e
klaratorisc

h
e
n

B
esc

hluss
fest,

d
ass

d
er

R
ec
htsstreit

in
d
er

H
a
u
ptsac

h
e

erle
digt

ist.
Die

K
oste

n
e
ntsc

h
eid

u
n
g
erg

e
ht

n
ac
h§

91
aⅠ

d
Z
P
O/

§
43

a
ö
Z
P
O.
§
91

aⅡ
d
Z
P
O/

§
43

a

ö
Z
P
O
gilt

e
ntsprec

h
e
n
d.

Ⅲ
Ist

d
er

A
nlass

z
ur

Einreic
h
u
n
g
d
er

K
la
g
e
z
u
ein

e
m

Z
eitp

u
n
kt

v
or

R
ec
htsh

ä
n
gig

k
eit

w
e
g
g
efalle

n

u
n
d

w
ird

die
S
ac
h
e
d
ara

ufhin
u
n
v
erz

ü
glic

h
für

erle
digt

er
klärt,

so
b
esti

m
m
t
sic

h
die

K
oste

ntra‑
g
u
n
gspflic

ht
n
ac
h§

91
a
d
Z
P
O/
§
43

a
ö
Z
P
O.

（
7
）

こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
①
学
説
の
対
立
状
況
、
②
裁
判
の
範
囲
、
③
手
続
の
流
れ
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一

つ
の
図
に
ま
と
め
た
も
の
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
よ
り
詳
し
く
述
べ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
①
形
式
的
要
件
と
し
て
の
法
的
性
質
論

の
対
立
状
況
、
②
実
質
的
要
件
と
し
て
の
裁
判
の
範
囲
に
関
す
る
学
説
の
状
況
、
③
原
告
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
対
す
る
被
告
の
態
度
に
応

じ
た
手
続
の
展
開
と
適
用
さ
れ
る
法
条
。

（
8
）

Z
P
O九
一
条

aは
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
私
訳
）。
な
お
ロ
ー
マ
数
字
は
項
を
、
丸
中
数
字
は
段
を
示
す
。

Ⅰ

①
両
当
事
者
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て
又
は
書
面
の
提
出
に
よ
り
若
し
く
は
事
務
課
の
調
書
に
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
案
の
訴

訟
が
終
了
し
た
旨
を
宣
言
し
た
と
き
は
、
裁
判
所
は
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
、
従
前
の
事
実
状
態
及
び
訴
訟
状
態
を
考
慮
し
て
、
公
平
な
裁

量
に
よ
り
決
定
で
裁
判
を
す
る
。
②
被
告
が
原
告
の
終
了
宣
言
に
対
し
て
、
書
面
の
送
達
か
ら
二
週
間
の
不
変
期
間
内
に
異
議
を
述
べ
な

い
場
合
、
被
告
が
そ
れ
に
先
立
ち
そ
の
効
果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
い
た
な
ら
ば
、
同
様
と
す
る
。

Ⅱ

①
こ
の
裁
判
に
対
し
て
は
即
時
抗
告
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
②
本
案
の
価
額
が
第
五
一
一
条
に
規
定
し
た
額
を
超
え
な
い
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
③
抗
告
に
つ
い
て
裁
判
す
る
前
に
相
手
方
を
審
尋
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
9
）

Z
P
O二
六
九
条
三
項
は
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
（
私
訳
）。
な
お
ロ
ー
マ
数
字
は
項
を
、
丸
中
数
字
は
段
を
示
す
。

Ⅲ

①
訴
え
の
取
下
げ
に
よ
り
訴
訟
は
係
属
し
な
か
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
既
に
下
さ
れ
た
が
未
だ
確
定
し
て
い
な
い
判
決
は
、
明
示
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的
な
取
消
し
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
そ
の
効
力
を
失
う
。
②
原
告
は
、
訴
訟
費
用
に
つ
き
判
決
が
既
に
確
定
し
て
い
な
い
か
、
あ
る
い

は
被
告
が
他
の
理
由
に
よ
り
負
担
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
訴
訟
費
用
を
負
担
す
る
義
務
を
負
う
。
③
訴
え
を
提
起
す
る

原
因
が
訴
訟
係
属
前
に
消
滅
し
、
そ
の
結
果
訴
え
が
取
り
下
げ
ら
れ
た
場
合
、
訴
訟
費
用
の
負
担
義
務
は
従
前
の
事
実
状
態
及
び
訴
訟
状

態
を
考
慮
し
て
、
公
平
な
裁
量
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
。
訴
え
が
送
達
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
も
同
様
と
す
る
。

（
10
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四
五
条
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
編

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
典
│
一
九
九
五
年
三
月
一

五
日
現
在
│

（
=
法
務
資
料
四
五
六
号
）
二
六
頁
（
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
な
お
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟

法
で
は
九
三
条
が
同
様
な
規
定
で
あ
り
、
日
本
の
民
訴
法
六
二
条
は
こ
の
よ
う
な
趣
旨
も
含
ん
で
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。

訴
え
の
提
起
が
被
告
の
行
動
に
起
因
す
る
も
の
で
な
く
、
か
つ
、
被
告
が
訴
え
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
請
求
を
第
一
回
期
日
に
直

ち
に
認
諾
し
た
と
き
は
、
訴
訟
費
用
は
原
告
の
負
担
と
す
る
。
原
告
は
、
開
始
さ
れ
た
裁
判
手
続
に
よ
り
被
告
に
生
じ
た
費
用
に
つ
い
て

も
償
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
11
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
二
三
七
条
四
項
は
、

取
下
げ
の
あ
っ
た
訴
え
は
、
そ
の
取
下
げ
に
際
し
て
主
張
し
て
い
た
請
求
を
放
棄
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
改
め
て
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
い
う
規
定
で
あ
る
（

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
典

前
掲
注（
10
）八

六
頁
）。
こ
れ
に
よ
れ
ば
訴
え
の
取
下
げ
後
の
再
訴
は
可
能
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
反
対
解
釈
に
よ
れ
ば
請
求
の
放
棄
を
伴
っ
た
訴

え
の
取
下
げ
の
場
合
は
再
訴
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
訴
訟
終
了
事
由
の
発
生
に
よ
り
原
告
が
請
求
を
訴

訟
費
用
に
減
縮
し
た
場
合
、
そ
の
よ
う
な
行
為
は
請
求
の
放
棄
を
伴
う
訴
え
の
取
下
げ
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
拙
稿
・
前
掲
注（
2
）

六
四
四
頁
）、
訴
訟
終
了
事
由
の
発
生
に
よ
る
訴
え
の
取
下
げ
の
場
合
は
、
再
訴
は
禁
止
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
12
）

Z
P
O九
三
条

dは
、
半
田
吉
信

弁
護
士
報
酬
敗
訴
者
負
担
制
度
の
比
較
研
究
│
ド
イ
ツ
の
敗
訴
者
負
担
原
則
と
日
本
の
裁
判
実

務
│

八
七
頁
（
法
律
文
化
社
、
二
〇
〇
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
訳
文
中
の

二
六
九
条
三

項

は
二
〇
〇
一
年
の
民
事
訴
訟
改
革
法
に
よ
っ
て
、

二
六
九
条
三
項
二
段

に
改
正
さ
れ
て
い
る
。
な
お
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
四

五
条
の
訳
文
は
、
前
注（
10
）に
掲
載
し
た
。

請
求
を
受
け
た
当
事
者
が
、
彼
が
そ
の
収
入
及
び
財
産
に
つ
い
て
通
知
す
る
義
務
に
従
わ
ず
、
ま
た
は
不
完
全
に
し
か
従
わ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
法
定
の
扶
養
義
務
に
関
す
る
手
続
が
開
始
す
る
原
因
を
与
え
た
と
き
は
、
手
続
の
費
用
は
、
ド
イ
ツ
民
訴
九
一
条
～
九

三

a条
、
二
六
九
条
三
項
の
規
定
と
は
異
な
り
、
公
平
な
裁
量
に
従
い
そ
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
彼
に
負
担
さ
せ
ら
れ
う
る
。
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（
13
）

博
士
論
文
の
冒
頭
に
著
者
（
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
）
は
両
親
へ
献
呈
す
る
と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
下
に
、
ニ
ー
チ
ェ
の

人
間
的
、

あ
ま
り
に
人
間
的
。
自
由
精
神
の
た
め
の
書
、
第
一
巻

四
一
頁
（
一
九
〇
三
年
、
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
）
を
引
用
し
て
い
る
。
私
が
調
べ
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
は
同
書
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
番
号
二
三
の
中
の
一
節
で
あ
る
。
こ
の
本
の
初
版
は
一
八
七
九
年
で
あ
る
か
ら
、
な
ぜ
一
九
〇

三
年
版
を
引
用
し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
ま
た
、
な
ぜ
こ
の
箇
所
を
引
用
し
た
の
か
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
こ
の
ア
フ
ォ
リ

ズ
ム
番
号
二
三
で
の
ニ
ー
チ
ェ
の
主
張
は
私
に
は
理
解
し
に
く
い
が
、
著
者
が
引
用
し
た
理
由
は
多
少
は
推
測
で
き
る
。
博
士
論
文
の
テ

ー
マ
は
ド
イ
ツ
法
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
比
較
法
研
究
で
あ
る
か
ら
、
比
較
法
の
研
究
の
重
要
性
を
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
で
強
調
し
た
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

と
こ
ろ
で
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
で
ニ
ー
チ
ェ
の
日
本
語
訳
を
調
べ
た
が
、
た
ま
た
ま
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
次
の
も
の
で
あ

っ
た
。
生
田
長
江
訳

ニ
イ
チ
ェ
全
集
3

四
四
頁
以
下
（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
五
年
。
な
お
解
説
は
同

ニ
イ
チ
ェ
全
集
4

四
四

七
頁
以
下
〔
一
九
三
五
年
〕）、
池
尾
健
一
訳

ニ
ー
チ
ェ
全
集
5

四
四
頁
以
下
（
理
想
社
、
一
九
七
九
年
。
解
説
は
同
書
四
四
一
頁
以

下
。
な
お
こ
の
本
は
普
及
版
で
、
最
初
は
一
九
六
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
）、
浅
井
真
男
訳

ニ
ー
チ
ェ
全
集
6

五
〇
頁
以

下
（
白
水
社
、
一
九
八
〇
年
。
解
説
は
同

ニ
ー
チ
ェ
全
集
7

四
五
三
頁
以
下
〔
一
九
八
〇
年
〕）。
い
ず
れ
の
翻
訳
も
日
本
語
は
難
解

で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
翻
訳
の
中
か
ら
一
つ
選
ぶ
と
な
る
と
、
私
は
池
尾
訳
を
選
択
す
る
。
比
較
的
分
か
り
や
す
い
の
と
、
私
の
理
解
か

ら
す
る
と
内
容
的
に
一
番
適
切
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
池
尾
訳
を
左
記
に
挙
げ
る
。
な
お

内
が
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
が

引
用
し
た
箇
所
で
あ
る
。

比
較
の
時
代
。
│
│
人
々
が
因
習
に
縛
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
ほ
ど
、
そ
れ
だ
け
動
機
の
内
面
的
運
動
が
大
き
く
な
り
、
そ
れ
だ
け

そ
れ
に
応
じ
て
ま
た
外
面
的
な
不
安
定
・
人
間
の
入
り
乱
れ
た
奔
流
・
も
ろ
も
ろ
の
企
て
の
多
声
音
楽
も
大
き
く
な
る
。
一
つ
の
場
所
に

自
分
や
子
孫
を
縛
り
つ
け
る
よ
う
な
厳
し
い
強
制
が
、
だ
れ
に
対
し
て
今
な
お
存
在
し
て
い
る
か
?

お
よ
そ
な
に
か
厳
し
く
縛
る
も
の

が
だ
れ
に
対
し
て
ま
だ
存
在
し
て
い
る
か
?

あ
ら
ゆ
る
種
類
の
芸
術
様
式
が
並
列
的
に
模
造
さ
れ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
段
階
や
種
類
の
道

徳
・
風
習
・
文
化
も
ま
た
そ
う
で
あ
る
。
│
│
こ
の
よ
う
な
時
代
は
、
そ
こ
で
さ
ま
ざ
ま
の
世
界
観
・
風
習
・
文
化
が
比
較
さ
れ
並
列
的

に
体
験
さ
れ
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
独
自
の
意
義
を
得
る
、
こ
ん
な
こ
と
は
、
以
前
、
ど
の
文
化
の
勢
力
も
地
方
に
局
限
さ
れ
て
い
た
こ

ろ
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
芸
術
的
様
式
が
場
所
や
時
代
に
束
縛
さ
れ
て
い
た
の
で
、
可
能
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

今
や
美
学
的
感
情

が
増
大
し
た
の
で
、
そ
れ
が
、
比
較
に
身
を
さ
ら
し
て
い
る
か
く
も
多
く
の
形
式
の
間
で
究
極
的
な
断
定
を
く
だ
す
で
あ
ろ
う
、
そ
れ
は
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大
部
分
の
形
式
を
│
│
つ
ま
り
そ
の
美
学
的
感
情
に
よ
っ
て
斥
け
ら
れ
る
あ
ら
ゆ
る
形
式
を
│
│
死
滅
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
今
や

高
級
な
倫
理
の
諸
形
式
や
諸
慣
習
の
間
で
も
一
つ
の
選
択
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
こ
の
倫
理
の
目
標
は
低
級
な
倫
理
の
没
落
以
外
に

あ
り
え
な
い
。

比
較
の
時
代
だ
！

こ
れ
が
時
代
の
誇
り
で
あ
る
│
│
し
か
し
当
然
の
こ
と
な
が
ら
時
代
の
悩
み
で
も
あ
る
。
こ
の
悩

み
を
恐
れ
ま
い
！

む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
は
、
時
代
が
わ
れ
わ
れ
に
提
出
す
る
課
題
を
で
き
る
だ
け
大
き
く
考
え
よ
う
、
か
く
て
こ
そ
後
世

が
そ
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
を
祝
福
す
る
で
あ
ろ
う
│
│
閉
鎖
的
な
独
自
の
民
族
文
化
か
ら
も
比
較
の
文
化
か
ら
も
同
様
に
超
え
出
て
い
る

と
自
覚
し
な
が
ら
、
し
か
し
二
種
類
の
文
化
を
敬
慕
に
あ
た
い
す
る
古
代
の
遺
物
と
し
て
感
謝
の
念
で
回
顧
す
る
よ
う
な
後
世
が
。

三

デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
見
解
の
検
討

1

ド
イ
ツ
の
博
士
論
文
で
あ
る
意
味

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
博
士
論
文
は
貴
重
な
文

献
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
私
の
勝
手
な
思
い
込
み
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
論
文
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
書
か
れ
た
も
の
で

は
な
い
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
学
で
審
査
さ
れ
た
博
士
論
文
で
は
な
い
。
つ
ま
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
学
で
通
用
す
る
博
士
論
文

な
の
か
、
あ
る
い
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
界
で
評
価
さ
れ
る
論
文
な
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
譬
え
て
い
う
な
ら
ば
、
日
本
に
お

い
て
日
本
語
で
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
改
正
案
を
提
案
し
た
場
合
に
、
そ
れ
を
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
す
れ
ば
ド
イ
ツ
の
学
会
で
そ
の
ま

ま
通
用
し
、
評
価
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
当
然
な
疑
問
と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
疑
問
に
対
し
て
は
説
明
が
必

要
で
あ
る
。

こ
の
疑
問
の
解
答
を
得
る
た
め
に
指
導
教
授
の
略
歴
と
業
績
を
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
こ
の
疑
念
は
完

全
に
払
拭
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
確
か
に
本
論
文
が
審
査
さ
れ
た
の
は
ド
イ
ツ
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
ミ
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ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
で
あ
る
が
、
本
論
文
の
指
導
教
授
の
ク
リ
チ
カ
教
授
は
ウ
ィ
ー
ン
生
ま
れ
で
、
比
較
法
に
関
心
を
持
ち
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
法
に
関
し
て
多
く
の
業
績
を
残
し
て
い
る
教
授
で
あ
る
か
ら
で
あ
る

）
。
特
に
注
目
し
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
民
事
訴

訟
法
に
つ
い
て
の
最
大
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
で
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ン
グ
の
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
に
お
い
て
、
教
授
が
二
三
五
条
を
執
筆

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る

）
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
訴
法
二
三
五
条
は
訴
え
の
変
更
を
規
定
し
た
条
文
で
あ
る
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴

訟
法
の
注
釈
書
の
多
く
は
、
こ
の
条
文
の
注
釈
の
中
で
訴
訟
終
了
宣
言
を
記
述
す
る
場
合
が
多
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
、
こ
の
論
文
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
の
専
門
家
で
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
に
つ
い
て
も
造
詣
の
深
い
教
授
の
指
導
を
受
け

て
完
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
こ
と
は
、
本
論
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
も
十
分

通
用
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
博
士
論
文
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
日
本
か
ら
見
る
と
決
し
て
マ
イ
ナ
ス
要
因
で

は
な
い
。
こ
の
論
文
は
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
の
立
場
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
を
観
察
し
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
と
オ
ー

ス
ト
リ
ア
と
を
比
較
し
て
論
じ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
日
本
で
利
用
す
れ
ば
、
自
ら
で
法
制
度
を
比
較
す
る
と
い
う
困
難

な
作
業
を
し
な
い
で
済
む
か
ら
で
あ
る

）
。
た
だ
多
少
問
題
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
論
文
は
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
を
所

与
の
前
提
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
議
論
に
強
く
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
論

文
を
参
考
に
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
訴
訟
終
了
宣
言
を
考
察
す
る
場
合
、
こ
の
点
に
十
分
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理

由
か
ら
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
論
文
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
を
考
え
る
場
合
の
貴

重
な
文
献
で
あ
る
。

2

日
本
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
こ
と

日
本
の
視
点
か
ら
本
論
文
に
お
い
て
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
は
、
第
一
に
、
本
論
文
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
訴
訟
終
了
宣
言
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の
現
状
に
つ
い
て
の
記
述
と
、
従
来
の
日
本
の
（
私
の
）
研
究
の
内
容
が
、
学
説
の
認
識
等
に
お
い
て
違
い
が
あ
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
も
し
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
原
因
を
探
求
し
て
い
ず
れ
が
正
し
い
か
を
見
極
め
、
従
来
の
日
本
の
研
究
に
間
違
い

が
あ
れ
ば
そ
れ
を
修
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
の
通
説
は
ド
イ
ツ

の
特
別
な
訴
え
の
取
下
げ
説
を
想
起
さ
せ
る
と
説
い
た
こ
と
が
あ
る
が
（
拙
稿
・
前
掲
注（
2
）六
四
八
頁
）、
こ
の
よ
う
な
状
況
認
識

の
当
否
が
問
題
に
な
る
。
本
論
文
は
そ
れ
が
間
違
っ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
二
2

B）。

次
に
一
九
九
六
年
の
前
稿
で
は
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
に
お
い
て
ド
イ
ツ
の
判
例
・
通
説
の
訴
え
の
変
更
説
に

依
拠
し
た
ツ
ェ
ダ
ー
説
を
取
り
上
げ
た
が
（
拙
稿
・
前
掲
注（
2
）六
四
四
頁
以
下
）、
こ
の
説
に
つ
い
て
の
評
価
は
ど
う
か
。
前
稿
に

お
い
て
ツ
ェ
ダ
ー
説
を
取
り
上
げ
た
と
き
は
、
こ
の
説
は
多
く
の
支
持
を
得
る
こ
と
は
で
き
ず
少
数
説
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、
前
記

の
よ
う
に
本
論
文
は
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
の
通
説
は
特
別
な
訴
え
の
取
下
げ
説
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
状
況
に
変
化
は
な
く
、
前
稿
の
記
述
は
現
在
で
も
通
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、

そ
も
そ
も
ツ
ェ
ダ
ー
説
を
取
り
上
げ
た
こ
と
は
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本

論
文
に
お
い
て
、
被
告
に
よ
る
消
極
的
な
確
認
の
訴
え
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
（
二
3

B・
3

E・
4

B）、
反
訴
と
本
訴
と
の

違
い
が
あ
る
に
し
て
も
、
確
認
の
訴
え
を
説
い
た
ツ
ェ
ダ
ー
説
の
影
響
と
見
る
べ
き
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の

訴
え
の
変
更
説
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
を
考
え
る
場
合
に
無
視
で
き
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

第
二
に
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
本
論
文
の
主
張
が
立
法
論
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
に
訴
訟
終
了
宣
言
を
導
入
す
る
た
め
に
は
、

本
論
文
の
主
張
に
対
し
て
分
析
や
評
価
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
同
じ
ド
イ
ツ
法
系
と
は
い
え
、
日
本
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
の
民
事
訴
訟
法
は
か
な
り
の
部
分
で
異
な
る
し
、
司
法
制
度
や
民
事
訴
訟
法
を
取
り
巻
く
環
境
が
違
う
か
ら
、
本
論
文
の
主
張

が
そ
の
ま
ま
日
本
で
通
用
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
違
い
を
乗
り
越
え
て
、
日
本
法
に
お
い
て
参
考
に
す
べ
き
こ
と
や
通

用
す
る
こ
と
を
抽
出
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
た
う
え
で
日
本
の
訴
訟
終
了
宣
言
論
か
ら
本
論
文
を
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見
た
場
合
、
本
論
文
の
主
張
が
解
釈
論
で
は
な
く
、
立
法
論
で
あ
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
日
本
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
し
て
、
以

前
に
立
法
論
と
し
て
主
張
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
が

）
、
そ
れ
は
新
た
な
制
度
の
創
設
と
い
う
立
法
論
で
は
な
く
、
解
釈
論
と
し
て
可
能

な
も
の
で
あ
る
が
、
確
認
的
な
意
味
で
の
条
文
の
創
設
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
最
近
で
は
解
釈
論
と
し
て
訴
訟
終
了
宣
言

論
を
展
開
し
て
い
る

）
。
そ
こ
で
次
の
よ
う
な
疑
問
が
浮
上
し
て
く
る
。
日
本
民
事
訴
訟
法
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
事
訴
訟
法
も
訴
訟
終

了
宣
言
に
つ
い
て
の
規
定
を
有
し
て
い
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
本
論
文
が
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
立
法
論
を
説
い
た
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
日
本
で
も
解
釈
論
で
は
な
く
立
法
論
な
の
で
は
な
い
か
、
日
本
の
解
釈
論
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
3
で
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

第
三
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
本
論
文
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
主
張
で
あ
る
。
本
論
文
に
お
い
て
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト

は
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
中
間
紛
争
説
を
支
持
し
（
二
1

B）、
そ
の
観
点
か
ら
オ
ー
ス
ト

リ
ア
に
お
い
て
中
間
紛
争
説
に
よ
る
立
法
論
を
展
開
し
て
い
る
（
二
4

B）。
こ
の
立
場
は
私
見
と
異
な
る
。
私
見
は
ツ
ェ
ダ
ー
説

を
支
持
し
（
拙
稿
・
前
掲
注（
2
）六
四
七
頁
以
下
）、
ド
イ
ツ
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
に
お
い
て
訴
え
の
変
更
説
に

賛
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る

）
。
つ
ま
り
私
見
の
立
場
か
ら
は
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
見
解
は
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
と

い
う
こ
と
が
問
題
に
な
る
。
中
間
紛
争
説
に
対
す
る
批
判
は
、
4
で
論
じ
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
同
様
に
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
通
説
は
特
別
な
訴
え
の
取
下
げ
説
で
あ
る
こ
と
も
問
題
に
な
る
（
二
2

B）。
さ
ら
に
、

特
別
な
訴
え
の
取
下
げ
説
は
我
が
国
の
通
説
で
あ
る
訴
訟
終
了
宣
言
否
定
説
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

我
が
国
の
通
説
は
訴
訟
終
了
宣
言
を
否
定
し
て
訴
え
の
取
下
げ
で
処
理
で
き
る
と
説
い
て
い
る
か
ら
（
拙
稿
・
前
掲
注（
18
）二
二
頁
以

下
）、
特
別
か
否
か
の
違
い
が
あ
る
に
し
て
も
、
訴
え
の
取
下
げ
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
別
な
訴

え
の
取
下
げ
説
は
支
持
で
き
な
い
理
由
は
既
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
し
（
拙
稿
・
前
掲
注（
19
）一
二
頁
以
下
）、
我
が
国
の
通
説
の
問

題
点
も
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
（
拙
稿
・
前
掲
注（
18
）二
七
頁
以
下
）、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
本
稿
で
は
省
略
す
る
。
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3

立
法
論
と
解
釈
論

立
法
論
は
解
釈
論
が
無
理
な
場
合
に
主
張
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
立
法
論
の
提
案
は
解
釈
論
で
は
無
理
で
あ
る
と
い
う
主
張

も
含
ま
れ
て
い
る
。
確
か
に
一
般
的
に
は
そ
う
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
場
合
に
、
そ
う
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
よ

う
に
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
彼
女
は
法
の
明
確
化
を
重
視
し
て
い
る
の
で
（
二
2

A、
二
3

A）、
彼
女
の
立
法
論
は
自
ら
の
解
釈
論

を
成
文
化
す
る
た
め
の
立
法
論
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
彼
女
は
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
場
合
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
で
は
特
別
な
訴
え
の
取
下
げ
説
が
通
説
で
あ
る
か
ら
、
こ
こ
で
解
釈
論
を
展
開
さ
せ
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
く
な
く
、

立
法
論
の
方
が
注
目
さ
れ
る
と
考
え
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
立
法
論
と
し
て
の
提
案
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法

に
お
い
て
は
建
設
的
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
立
法
論
と
し
て
説
か
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
解
釈
論
を
否
定
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
法
の
欠
缺
の
補
充
は
立
法
に
よ
る
と
は
限
ら
な
い
し
、
そ
も
そ
も
法
に
欠
缺
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
補
充
は
先
ず
解
釈
に
よ
る

可
能
性
を
探
求
す
る
の
が
王
道
で
あ
る
か
ら
、
法
の
欠
缺
を
理
由
に
立
法
論
を
展
開
す
る
の
は
、
や
や
性
急
と
の
印
象
を
受
け
る
。

し
た
が
っ
て
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
が
立
法
論
を
主
張
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
日
本
で
の
解
釈
論
が
否
定

さ
れ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
日
本
の
場
合
は
訴
訟
終
了
宣
言
の
立
法
論
は
現
実
的
で
は
な
い
。
日
本
で
は
立
法
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
立
法

よ
り
も
法
の
解
釈
に
よ
っ
て
現
実
的
に
対
応
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
い
き
お
い
立
法
論
は
軽
視
さ
れ
る
か
無
視
さ
れ
る

か
の
傾
向
に
あ
る
。
し
か
も
、
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
は
早
急
に
立
法
的
な
解
決
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
問
題
で
は
な
い
か
ら
、

政
府
提
案
の
形
で
も
ま
た
議
員
立
法
と
い
う
形
で
も
、
立
法
化
さ
れ
る
状
況
に
は
全
く
な
い
。
お
そ
ら
く
将
来
も
状
況
が
変
化
す
る

こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
し
、
民
事
訴
訟
法
の
改
正
の
際
に
つ
い
で
に
立
法
が
な
さ
れ
る
可
能
性
も
零
に
等
し
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
お
い
て
立
法
論
を
主
張
す
る
こ
と
は
建
設
的
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
立
法
論
は
現
実
的
で
最
良
の
対
策
で
は
な
い
か
ら
、
解
釈
論

と
し
て
主
張
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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結
局
の
と
こ
ろ
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
が
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
い
て
立
法
論
を
展
開
し
た
と
し
て
も
、
そ

れ
は
私
見
に
対
す
る
批
判
に
は
な
ら
な
い
し
、
む
し
ろ
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
問
題
状
況
を
明
ら
か
に
し
た
と
い
う
点
に
お
い

て
、
彼
女
の
見
解
は
日
本
に
お
い
て
理
解
さ
れ
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
彼
女
の
立
法
論
の
内
容
で
あ
る
が
、
日
本
の
場
合

は
訴
え
の
取
下
げ
の
際
に
、
訴
訟
費
用
の
裁
判
は
裁
判
所
が
裁
量
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
ら
（
日
本
民
訴
法
七
三
条
、

六
二
条
）、
こ
の
制
度
を
必
要
に
応
じ
て
改
良
す
れ
ば
、
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
立
法
に
つ
い
て
は
日
本
で
は
必
要
な
い
。
換
言

す
れ
ば
、
日
本
の
現
在
の
制
度
を
廃
止
し
な
い
限
り
、
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
立
法
は
無
理
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
一
方
的
訴

訟
終
了
宣
言
の
場
合
は
、
日
本
法
に
対
応
す
る
制
度
が
な
い
の
で
、
解
釈
論
に
よ
っ
て
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
を
認
め
る
べ
き
で
あ

る
（
拙
稿
・
前
掲
注（
18
）四
三
頁
以
下
）。

4

中
間
紛
争
説
に
対
す
る
批
判

本
論
文
は
ド
イ
ツ
の
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
法
的
性
質
論
に
つ
い
て
訴
え
の
変
更
説
を
批
判
し
（
二
1

B）、
中
間
紛
争
説
に

よ
る
処
理
を
説
い
て
（
二
3

C）、
そ
れ
に
基
づ
く
立
法
案
を
提
案
す
る
（
二
4

B）。
し
か
し
、
訴
え
の
変
更
説
に
対
す
る
批
判
は

十
分
で
は
な
い
。
批
判
の
内
容
は
、
訴
え
の
変
更
説
に
よ
る
と
訴
訟
物
概
念
と
相
容
れ
な
い
こ
と
と
、
被
告
の
保
護
が
十
分
で
な
い

こ
と
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
形
式
論
で
あ
り
、
訴
え
の
変
更
説
の
致
命
的
な
批
判
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
中
間
紛
争

説
の
方
が
問
題
が
多
い
よ
う
に
思
う
（
拙
稿
・
前
掲
注（
19
）一
五
頁
以
下
）。

中
間
紛
争
説
は
、
終
了
宣
言
の
裁
判
は
通
常
の
裁
判
に
お
け
る
理
由
具
備
性
を
判
断
す
る
前
段
階
の
も
の
で
、
訴
え
の
適
法
性
に

つ
い
て
審
理
す
る
裁
判
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
裁
判
は
中
間
の
紛
争
を
解

決
す
る
た
め
の
裁
判
と
位
置
づ
け
る
こ
と
か
ら
、
中
間
紛
争
説
と
命
名
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
終
了
宣
言
が
有
効
で
あ
る

場
合
は
、
裁
判
所
は
本
案
の
終
了
を
終
局
判
決
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
は
訴
訟
判
決
で
あ
る
。
請
求
そ
の
も
の
の
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裁
判
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
再
訴
は
禁
止
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
訴
訟
判
決
に
よ
っ
て
、
従
前
の
請
求
が
訴
訟
中
に

訴
訟
対
象
で
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
既
判
力
で
確
定
さ
れ
、
こ
の
既
判
力
は
従
前
の
訴
訟
物
に
つ
い
て
の
新
た
な
訴
訟
（
い
わ

ゆ
る
再
訴
）
に
対
し
て
、
効
力
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
種
の
判
決
に
請
求
に
つ
い
て
の
判
断
の
既
判
力
を
肯

定
す
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
判
決
効
論
は
一
般
民
事
訴
訟
法
体
系
と
完
全
に
調
和
し
な
い
。
た
と
え
訴
訟
判
決
に
既
判
力
を
認
め
る
に

し
て
も
、
再
訴
を
禁
止
す
る
の
は
訴
訟
上
の
請
求
に
つ
い
て
の
本
案
の
裁
判
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
、

こ
の
説
は
訴
訟
判
決
に
固
執
し
て
本
案
判
決
と
考
え
な
い
の
か
。
そ
れ
は
こ
の
説
は
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
で
は
訴
訟
物
は
従
前
の

ま
ま
で
変
わ
ら
な
い
し
、
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
要
件
は
本
案
の
訴
訟
物
に
は
構
成
で
き
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に

本
案
判
決
と
考
え
る
訴
え
の
変
更
説
に
は
、
訴
え
の
変
更
の
許
容
性
に
問
題
が
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
問
題
点
を
回
避
す
る
た
め
に
本
案
判
決
で
は
な
く
訴
訟
判
決
で
あ
る
と
説
い
た
た
め
に
、
こ
の
説
は
再
訴
禁
止
の
既
判
力
の
説
明

で
苦
慮
す
る
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
は
、
被
告
に
よ
る
確
認
の
訴
え
と
い
う
構
成
を
と
る
（
二
3

B・
4

B）。
し
か
し
、
訴
え
を
提
起
す
る

か
否
か
を
被
告
の
態
度
に
依
存
さ
せ
る
よ
り
も
、
訴
え
の
変
更
説
に
よ
っ
て
原
告
が
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
て
、
常
に
請
求
に
関
し
て
既
判
力
が
生
じ
る
と
い
う
構
成
の
方
が
、
紛
争
の
効
率
的
解
決
と
い
う
点
で
も
理
論
の
平
明
さ
と
い
う

点
で
も
優
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
被
告
の
訴
え
の
提
起
と
い
う
構
成
を
と
る
こ
と
自
体
、
訴
訟
終
了
宣
言
を
め
ぐ
る
紛
争
が
中
間
紛

争
説
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
紛
争
の
性
格
が
単
な
る
中
間
紛
争
で
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
一

方
的
訴
訟
終
了
宣
言
は
訴
え
の
変
更
説
に
よ
っ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
（
拙
稿
・
前
掲
注（
19
）三
四
頁
以
下
、
同
・
前
掲
注（
18
）四
三

頁
以
下
）。
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（
14
）

ク
リ
チ
カ
教
授
（Klic

k
a,

T
h
o
m
as

）
に
つ
い
て
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
な
お
ク
リ
チ
カ
と
い
う
教
授
の
日
本
語
の
表
記
で
あ
る
が
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
引
く
外
国
語
人
名
よ
み
方
字
典

二
八
〇
頁
（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ツ
株
式
会
社
、
二
〇
〇
三
年
）
を
参
考
に
し
た
。

一
九
六
三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
で
生
ま
れ
る
。
一
九
八
八
年
に
博
士
学
位
、
一
九
九
四
年
に
教
授
資
格
を
そ
れ
ぞ
れ
取
得
（
取
得
し
た
大
学

名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
）。
一
九
九
六
年
か
ら
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
民
法
、
民
事
訴
訟
法
、
比
較
法
の
教
授
。
重
点
的
な
研
究
領
域

は
民
事
訴
訟
法
、
手
続
法
と
民
法
と
の
結
び
付
き
、
比
較
法
で
あ
る
。
公
刊
物
と
し
て
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

B
esti

m
m
th

eit
d
es

K
la
g
e
b
e
g
e
h
re

n
s,
1
98
8;

D
ie

B
e
w
eislastv

erteilu
n
g

i
m

Zivilv
erfa

h
re

n
srec

ht,
1
99
5;

D
as

g
eric

htlic
h
e
V
erfa

h
re

n
in

S
ozialrec

htssac
h
e
n,

in:
T
u
m
a
n
dl,

S
y
ste

m
d
es

o
¨
st.

S
ozialv

ersic
h
er
u
n
g
srec

hts,
19
94;

K
ein

e
T
eilkla

g
e
b
ei

S
c
h
m
erze

n
s
g
eld?,

Ö
S
Z1
99
1,

4
35;

K
o
m
m
e
ntier

u
n
g
d
es

S
ac

h
e
n
rec

hts(§
§
2
8
5‐
3
6
3,

3
65
‐43

0)
in:

S
c
h
w
i
m
a
n
n,

P
ra

xis
k
o
m
m
e
ntar

z
u
m

A
B
G
B.

（
15
）F

asc
hin

g,
H
a
n
s
W.
/

K
o
n
ec

n
y,

A
n
dre

as(
H
rs
g.),

K
o
m
m
e
ntar

z
u
d
e
n
Zivilprozeß

g
esetze

n,
B
a
n
d3,

2.
A
ufl.,

W
ie
n20

0
4.

な
お
一
九
九
六
年
の
前
稿
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
研
究
の
際
に
、
こ
の
初
版
を
利
用
し
た
が
（
拙
稿
・
前
掲
注（
2
）六

四
三
頁
）、
そ
の
時
に
、
こ
の
注
釈
書
に
つ
い
て

今
日
で
は
か
な
り
古
い
と
の
印
象
は
否
定
で
き
な
い
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
未
だ

こ
れ
に
代
わ
る
も
の
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い

と
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
（
同
六
四
九
頁
注
10
）。
初
版
は
一
九
五
九
年
か
ら
一
九
七
二
年

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

（
16
）

ス
イ
ス
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
研
究
し
た
際
に
は
、
一
九
九
七
年
に
ベ
ル
ン
大
学
で
承
認
さ
れ
、
同
年
に
ス
イ
ス
法
叢
書
の
一

冊
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ア
ド
ー
ル
著

訴
訟
の
無
意
味
化
│
ド
イ
ツ
の
法
的
状
況
を
考
慮
し
た
ス
イ
ス
民
事
訴
訟
法
に

お
け
る
訴
訟
終
了
宣
言
の
研
究

を
参
考
に
し
た
（A

d
d
or,

F
elix,

D
ie

G
e
g
e
n
sta

n
dslosig

k
eit

d
es

R
ec

htsstreits,
Ein

e
U
n‑

ters
u
c
h
u
n
g
z
u
r
E
rle

dig
u
n
g
d
es

Streitg
e
g
e
n
sta

n
d
es

i
m
sc
h
w
eizerisc

h
e
n
Zivilprozessrec

ht
u
nter

B
er
u
¨

c
k
sic

hti‑
g
u
n
g
d
er

R
ec

htsla
g
e
in

D
e
utsc

hla
n
d,
19
9
7.

拙
稿

ス
イ
ス
民
事
訴
訟
法
と
訴
訟
終
了
宣
言

本
誌
七
八
巻
二
号
一
九
頁
以
下

〔
二
〇
〇
五
年
〕）。
し
か
し
、
こ
の
本
は
比
較
法
的
な
視
点
で
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
ス
イ
ス
法
の
問
題
を
ド
イ
ツ
法

を
参
考
に
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
本
の
内
容
は
そ
の
ま
ま
日
本
法
で
は
参
考
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
本
の
記
述
の
中
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か
ら
比
較
法
的
な
視
点
で
日
本
法
が
学
ぶ
べ
き
こ
と
を
抽
出
す
る
と
い
う
作
業
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
結
構
大
変
な
仕
事
で
あ
っ
た

（
同
二
六
頁
以
下
）。

（
17
）

拙
稿

訴
訟
終
了
宣
言
の
日
本
に
お
け
る
立
法
化
に
つ
い
て

中
野
貞
一
郎
=
石
川
明
編

民
事
手
続
法
の
改
革
│
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・

リ
ュ
ケ
教
授
退
官
記
念
│

七
八
頁
以
下
（
信
山
社
、
一
九
九
五
年
）。

（
18
）

拙
稿

日
本
の
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て

本
誌
八
〇
巻
一
二
号
四
二
頁
以
下
（
二
〇
〇
七
年
）。

（
19
）

拙
稿

ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
（
二
）

本
誌
八
一
巻
八
号
三
四
頁
以
下
（
二
〇
〇
八
年
）。

四

お
わ
り
に

本
稿
で
主
に
考
察
し
た
の
は
、
デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
が
提
起
し
た
双
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
と
一
方
的
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
で
あ
る

）
。

こ
れ
ら
は
総
論
的
な
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
以
外
に
も
彼
女
は
様
々
な
問
題
を
提
起
し
た
。
す
な
わ
ち
、
訴
訟
係
属
前
の
訴
訟
終
了
の

問
題
（
二
1

C・
2

C・
3

G）、
裁
判
の
手
続
と
対
象
の
問
題
（
二
3

C）、
訴
訟
終
了
宣
言
に
つ
い
て
の
裁
判
の
問
題
（
二
3

D）、

上
訴
審
と
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
（
二
3

F）、
訴
訟
費
用
の
法
的
性
質
の
問
題
（
二
1

D・
2

D・
3

H）
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は

い
わ
ば
各
論
的
な
問
題
な
の
で
、
訴
訟
終
了
宣
言
の
各
論
の
問
題
を
考
察
す
る
際
に
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
彼
女
は
、
訴
訟
終
了
宣
言
に
関
し
て
ド
イ
ツ
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
制
度
を
比
較
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
終
了
宣
言

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
高
い
評
価
を
下
し
て
い
る
。
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
は
訴
訟
費
用
に
つ
い
て
公
平
な
裁
判
を
実
現
す
る
も
の

で
あ
り
、
当
事
者
の
利
益
状
況
に
即
し
た
適
切
な
処
理
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
訴
訟
経
済
、
簡
易
迅
速
な
処
理
と
い
う
面
で

も
公
共
の
利
益
に
応
え
て
い
る
（
二
3

I）。
私
見
は
従
来
か
ら
こ
の
制
度
を
こ
の
よ
う
な
観
点
で
評
価
し
、
解
釈
論
と
し
て
日
本

へ
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
導
入
を
主
張
し
て
い
る
が
（
拙
稿
・
前
掲
注（
18
）四
二
頁
以
下
）、
正
に
本
論
文
は
私
見
の
強
い
見
方
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
訴
訟
終
了
宣
言
は
普
遍
的
な
制
度
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
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さ
ら
に
本
論
文
の
意
味
は
、
訴
訟
終
了
宣
言
の
研
究
に
有
益
で
あ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
本
論
文
で
展
開
さ
れ
た
デ
ィ
ッ
ト

フ
ル
ト
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
制
度
の
比
較
の
方
法
は
、
今
後
の
外
国
の
制
度
を
参
考
に
日
本
で
の
解
釈
論
を
展
開
す
る
場
合
に
有
益

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
ず
参
考
と
す
べ
き
制
度
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
客
観
的

に
把
握
す
る
。
次
に
、
そ
れ
に
該
当
す
る
日
本
の
制
度
を
ま
と
め
る
。
そ
の
う
え
で
、
外
国
の
制
度
と
日
本
の
制
度
を
比
較
し
て
、

外
国
の
制
度
の
長
所
が
日
本
で
生
か
せ
る
か
を
検
討
す
る
。
そ
の
場
合
、
外
国
の
制
度
の
立
法
理
由
、
外
国
の
制
度
の
機
能
の
現
実

を
調
べ
る
こ
と
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
移
入
が
可
能
か
否
か
を
決
め
る
判
断
材
料
に
な
る
。
要
す
る
に
外
国
法
研
究
は
単
に
外

国
法
の
内
容
の
紹
介
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
解
釈
論
と
し
て
日
本
法
に
生
か
せ
る
よ
う
に
努
め
る
べ
き
で

あ
る
。

（
20
）

デ
ィ
ッ
ト
フ
ル
ト
の
こ
の
論
文
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
評
価
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
左
記
の
最

近
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
注
釈
書
を
見
た
が
、
残
念
な
が
ら
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
小
コ
ン
メ
ン
タ

ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
見
た
限
り
で
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
訴
訟
終
了
宣
言
の
問
題
状
況
に
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
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